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緒 貢

昨今，学校教育において情報教育の重要性が強調

され，各種学校で多くの教科にコンピュータの導入

が急速に進んでいる')．このように,情報教育が重要

視されるようになってきた理由として，学校教育の

位置づけの変化が挙げられる．すなわち，中央教育

審議会の答申2)などによって，学校教育は人間形成

の立場から，生涯教育の基礎的部分を受け持つこと

とされ，昨今の情報化の発達に対応した学校教育の

在り方として，情報教育が重要視されてきたといえ

る．このことは，産業，日常生活，地域社会等での

情報化の進展に伴い，学校教育において，児童，生

徒が将来の高度‘情報化社会に生きるために必要な資

質を養うための教育を行うことの重要性が認識され

てきたことを示している．

そのような状況の下で，平成元年に公示された中

学校新学習指導要領の完全実施が平成５年度からな

されている．その中で，中学校技術・家庭科では，

｢生活に必要な基礎的な知識と技術の習得を通して，

家庭生活や社会生活と技術とのかかわりについて理

解を深め，進んで工夫し創造する能力と実践的な態

度を育てる.｣3)という目標を持って，主としてコン

ピュータ教育にかかわる教育を行う「情報基礎」領

域が新設された．ただ，本領域は新設領域であるた

めｊ今後検討すべき課題は多い．このように，現在

の「'情報基礎」領域の指導内容は，コンピュータの

活用に主力をおいたものである．しかし，現在の内

容が生徒の実態と合致しているのか，あるいは内容

的に「情報基礎」教育として適切であるのか，また，

、熊本大学教育学部技術教育
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技術科教育の目標との整合性をどのようにするのか

など，今後検討すべき多くの課題が考えられる．以

上のような諸課題の検討が，今後，「情報基礎｣領域

を技術科教育として定着させていくために極めて重

要であるといえる．

ところで，情報教育は，他国においては，すでに

早い時期から行われており，その内容はそれぞれの

国情に応じたものとなっている．このうち，アメリ

カでは日本の教育にコンピュータが導入される１０年

以上も前から，情報教育としてのコンピュータ教育

が行われている．内容的には，アメリカでは情報教

育をコンピュータ・リテラシーを養うためのコンピ

ュータ教育と捉え，それを健全で知的な社会生活を

送るための基礎的な能力の一つとして考えている4)．

その点では，コンピュータ教育に主力を置いている

わが国の「情報基礎」領域の教育が参考にすべき点

が多いことが推定される．

本報では，わが国の技術科教育におけるコンピュ

ータ教育について論ずる手始めとして，コンピュー

タ教育の先進国であるアメリカで実施されているコ

ンピュータ教育の内容と，わが国の技術科教育とし

ての「情報基礎」領域におけるコンピュータ教育を

比較・検討する．

調査方法

アメリカのコンピュータ教育を明らかにするため，

｢コンピュータ教育｣に関する小学校４，５，６年用

の教師用教科書,“LeamingAboutComputers''5)の

内容の調査・分析を行った．これと比較するため，

わが国の教育については，中学校技術・家庭科指導

書3)及び中学校技術･家庭科の教科書「技術･家庭｣6）

の「情報基礎」領域についての内容の調査・分析を

行い，アメリカのコンピュータ教育との比較？検討
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育で行う内容は制限されている．したｶﾇって，技術

科教育における「'情報基礎｣領域での目標は，「コン

ピュータの操作等を通して，その役割と機能につい

て理解させ，情報を適切に活用する基礎的な能力を

養う.｣3)となっており，その教育目標の達成のため

に，コンピュータを用いている．そのため，ハード

面に関係するコンピュータの仕組みについて，全体

的に扱うことを避ける傾向を示しているといえる．

しかしながら，不足している項目は他の教科などが

補っているものもある．

例えば，２進数については，わが国の｢情報基礎」

領域での指導は，情報を表す方法として２進数があ

ることを述べるのにとどまっているが，アメリカで

はそれだけにとどまらず，“TheBinaryCode'，の単

元5)で図１に示すような形で，１０進数を２進数に変

換させるなどの演習を通して，詳細な指導を行う内

容の構成になっている．ただ，２進数の主たる指導

は，わが国では前述したように数学科教育に属して

おり，中学校数学の指導内容として，第２学年の数

量関係において「数の表現についての理解を深める

を行った．

具体的な検討の視点としては，アメリカ及びわが

国のコンピュータに関する教育内容を,わが国の｢情

報基礎」領域の指導内容である「コンピュータの仕

組み｣，「コンピュータの利用｣，「コンピュータとプ

ログラミング｣，「コンピュータと社会性」の４分野

に分け，各々に対応する指導項目について比較を行

った．

なお，本調査は，コンピュータ教育の初期段階で

の指導について検討するため，アメリカでの小学校

４～６年でのコンピュータ教育とわが国の中学校技

術・家庭科の「情報基礎」領域の指導内容を比較し

た．

結果及び考察

｢コンピュータの仕組み」について

両国の教科書に現れる「コンピュータの仕組み」

に関する６項目を選定し，それらに関する指導項目

の有無を表１に示す．

表１より，「コンピュータの仕組み｣の調査内容６

項目について，アメリカでは全ての項目の指導がな

されているにもかかわらず，わが国の場合，３項目

の指導しか行われていない．このことは，アメリカ

に比べてわが国ではコンピュータに関する理論や特

質，限界についての学習が不足していることを示し

ているといえる．これに関しては，両国間の教育目

標の違いと関係するものといえる．すなわち，アメ

リカではコンピュータ・リテラシーを育成するため

のコンピュータ教育を目的として，コンピュータの

ハード面，ソフト面の両面についてのコンピュータ

専門教育を一括して行っている．これに対して，わ

が国は情報活用能力を育成するために，例えば，２

進数についての具体的指導は中学校数学7)で行うな

ど，各種学校および各教科に振り分けてコンピュー

タ教育を行っており，この分野についても技術科教
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指導項目 アメリカ 日本

ハ ードウェア ○ ○

ソフトウエア ○ ○

情 報伝達の理論 ○ ×

２ 進数 ○ ○

動作の特質 ○ ×

動作の限界 ○ ×
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とともに，実際の場面で数を適切に用いることがで

きるようにする.｣7)と表現してあり，さらに｢内容に

ついては，２進法などの記数法，ａ×10,の形の表現

を取り上げるものとする.」と述べられている．

以上，コンピュータ教育の一部が数学科教育で指

導されることを述べたが，わが国のコンピュータ教

育は，このように数教科に分散した形態で行われて

いる．したがって，「‘情報基礎｣領域において，指導

項目が示されない場合でも，他教科で指導される場

合もある・このような他教科の指導について特別な

指摘はなく，教科間での継続的，統一的な指導が行

われているとはいえない．このことは，数教科にわ

たる分散した教育内容の指導については，各教科間

の有機的関連を有した教育方法の指導が必要なこと

を示しているといえる．

｢コンピュータの利用」について

「コンピュータの利用」に関する13項目を選定し，

それらの指導項目の有無を表２に示す．

表２より，アメリカでは「コンピュータの起動，

終了」及び「ソフトウェア活用の計画」についての

指導項目の指導は明示されていない．しかし，「キー

ボードの使用」から「ゲーム」の項目まで広い範囲

にわたる指導がなされている．しかし，わが国では，

アプリケーションソフトの「シミュレーション」の

指導項目がなく，また，「音楽と音声｣及び｢ゲーム」

の指導が欠如している．このことは，例えば，「１情報

基礎」領域の指導内容に，コンピュータの利用につ

表２「コンピュータの利用」に関係する指導項目

指導項目 アメリカ 日本

コンピュータの起動と終了 × ○

キーボードの 使 用 ○ ○

アプリケーションソフトウェア ○ ○

→シミュレーション ○ ×

→データベース処理 ○ ○

→表計算 ○ ○

→ワープロ ○ ○

→グラフィックス ○ ○

音楽と音声 ○ ×

遠距離通信（パソコン通信） ○ ○

ロポットエ学(パソコン制御） ○ ○

娯 楽（ケ－ム） ○ ×

ソフトウェア活用の計画 × ○

いて「ソフトウエアを用いて，情報を活用すること

ができること.｣3)とあり，アプリケーション･ソフト

ウェアの使用法の指導を限定しているわが国の「情

報基礎」領域についての教育が，ソフトウェアを用

いた情報活用能力の育成に注目して行われる操作中

心の内容に対し，アメリカのコンピュータ教育は，

コンピュータそのものの指導を目的とした教育に視

点を合わせた広範囲の教育が行われていることによ

るものと思われる．

また，起動・終了等のコンピュータの初歩的操作

をアメリカでは行っていないが，この指導項目につ

いては，すでに既習したものとして省略していると

いえる．これに対して，わが国では，これらの初歩

的事項からの指導を行う傾向が示されている．これ

は，アメリカにおけるコンピュータの家庭への普及

の状況と深く関係していると考えられる．この点に

ついて坂元らは，「アメリカの新聞"ＵＳＡTODAY”

が行ったパソコンを所有している成人に対するソフ

トウェアの購入希望の調査から，アメリカでは家庭

のパソコンについても教育に利用したいという希望

が強いとする結果が示された.｣4)ことを述べている．

このような結果からも，アメリカの児童，生徒は日

常生活の中でコンピュータに触れる機会が多く，初

歩的操作の指導を省略できるという背景があること

を示しているといえる．その点，現在わが国はコン

ピュータが日常生活の中まで十分に浸透しきってい

るとはいえないため，学校教育の中で，初歩的事項

から指導する必要があると考えられる．

さらに，アメリカでは，例えば，“Computer

Games，，の単元の中で，“Manypeoplefirstleam

aboutcomputerswhentheyplayvideogames・

Ｔｈｅｙｍａｙｎｏｔｅｖｅｎｋｎｏｗｔｈａｔｔｈｅｙａｒｅｐlaying

withacomputer・Ｃｏｍｐｕｔｅｒｇａｍｅｓｃａｎｂｅｌｏｔｓｏｆ

ｆｉｍ・Ｔｈｅｙｃａｎａｌｓｏｍａｋｅｙｏｕｔｈｉｎｋａｎｄｓｏｌｖe

problems､''5)のような形で｢ゲーム｣を教育の中に取

り入れている．

また，“TalkingwithaComputer”の単元の中

で，“Somecomputerscanunderstandthehuman

voice・Someofthesecomputerscaneventalｋｔｏ

ｙｏｕ・Acamerawithabuilt-incomputercantell

youtouseaflashortoloadthefilm，Acomputer

inacarmighttellyoutofastenyourseatbelt・A

computerthatspeaksinavoicethaｔｓｏｕｎｄｓ

ｈｕｍａｎｈａｓｓｏｍｅｔｈｉｎｇｃａｌｌｅｄａｖｏice

synthesizer・''5)といった形で，「音楽と音声｣など学

習者の興味を引く項目が組み入れられている．
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すなわち，アメリカにおける小学校段階のコンピ

ュータ教育は，「シミュレーション」や「音楽と音

声｣，「ゲーム」など，コンピュータが利用できる広

範囲にわたる分野を網羅することで，コンピュータ

教育に慣れさせ，また，楽しく授業に臨めるような

工夫がなされている．このことから，コンピュータ

の汎用的使用を目的とした，基礎学力向上を目指し

ていることが推定できる．

これに対して，わが国では，「シミュレーション」

は技術科教育としてではなく，数学7)や理科8)など

の授業のなかに導入されているが，「音楽と音声｣や

「ゲーム｣などはいずれの教科でも取り入れられてい

ない．教育内容に「ゲーム」など取り入れることは，

指導方法のバリエーションを広くするという点から，

また，コンピュータを「マルチメディア」の一つと

して位置づける‘情報教育の在り方としても，今後の

指導の参考になるものと思われる．また，「ソフトウ

ェア活用の計画」は，アメリカでは取り入れられず，

わが国の教育内容に取り入れられているのは，技術

科教育の目標が「設計・製作」という目標を掲げて

いることから，ソフトウェアを活用して技術科教育

の目標を達成しようという意向が示されたものと思

われる．

｢コンピュータとプログラミング」について

「コンピュータとプログラミング｣に関する５項目

について主な内容を選定し，それらに関する指導項

目の有無を表３に示す．

表３より，アメリカでは指導がなされず，わが国

で指導がされているプログラムによる「図形処理」

の項目は，Ｂ』〉SIC言語を使用した“CIRCLE”や
"LINE'，命令を使った図形のプログラムの実行画面

が，視覚に訴える形態であるため，生徒がプログラ

ムの内容を理解しやすいことを意図しているためと

思われる．この点に関しては，アメリカでは

表３「コンピュータとプログラミング｣に関係する

指導項目

指導項目 アメリカ 日本

プロ－チヤート ○ ○

プログラムの計画 ○ ○

プログラムの図形処理 × ○

プログラムの計算処理 × ○

プログラム言語 の 働 き ○ ○

"PRINT''命令で文字絵を描かせるだけにとどまっ

ている．また，わが国は「計算のプログラム」も教

材に使っており，この分野での内容の充実を示して

いる．この点については，わが国では技術科教育と

しての「情報基礎」領域の指導を行うために，技術

科教育の教育目標である「設計・製作」という部分

を重視し，「設計｣をフローチャートの作成やプログ

ラムの計画に，「製作jをプログラムの製作として対

応させられることによるとも考えられる．

アメリカにおいて指導項目が欠如しているのは，

以上に述べたような教育目標の違いによるほかに，

指導対象者の発達段階の違いによることも考えられ

る．すなわち，本報で比較の対象とした，アメリカ

のコンピュータ教育は，小学校４～６年生が対象で

ありウコンピュータに慣れさせるといった基礎的な

内容に重きをおいているため，プログラムについて

はあまり深入りしないことが推定される．その証拠

にプログラムについては，中学校，高校段階で充実

した内容になっているといわれる4)．

｢コンピュータと社会性」について

「コンピュータと社会性」に関する４項目を選定

し，それらに関する指導項目の有無を表４に示す．

表４より４項目のうち指導が行われていないのは，

わが国での「コンピュータ関係の職業」の項である．

この項目についてはアメリカでは，コンピュータに

関わる職業として，プログラマー，コンピュータの

製造，修理等があることを紹介している．また，「生

活の中のコンピュータ」については，両国とも触れ

られているが，この項に関しては，アメリカでは，

例えば“ComputersTodayandTomorrow”とい

う単元5)で図２に示すような形で，生活の中のコン

ピュータの今後の活用など，将来的な見通しや生活

の中のコンピュータ導入による有益'性などに注目し

た指導が示されている．

これに対し，わが国では中学校技術・家庭科指導

書3)及び中学校技術･家庭科の教科書「技術･家庭｣6）

表４「コンピュータと社会性｣に関係する指導項目

指導項目 アメリカ 日本

コンピュータの歴史 ○ ○

コンピュータ関係の職業 ○ ×

情報に関する倫理 ○ ○

生活の中のコンピュータ ○ ○

－８２－戸



情報教育に関わる学習指導（１）

図２アメリカにおける生活の中のコンピュータの

指導内容5）

の「情報基礎」領域の内容を調査した結果，コンピ

ュータに関わる職業の説明はなく，｢生活の中のコン

ピュータ｣についても，「コンピュータがどのように

利用されているか｣という単元の中で，「私たちの身

のまわりでは，いろいろなところでコンピュータが

利用されている．そこでは，計算，文書や図形の作

成，機械の制御などの仕事が正確に能率よく行われ

ている.｣6)という形でコンピュータの現状を中心に

した内容になっている．この点について，わが国に

おいても，将来的見通し等を含んだコンピュータの

社会性について，指導の在り方の工夫を検討する必

要があるといえる．

結言

アメリカのコンピュータ教育とわが国の中学校技

術・家庭科の「情報基礎」領域におけるコンピュー

タ教育を比較した．その結果，以下のことが明らか

となった．

（１）「コンピュータの仕組み｣については，わが国

では指導項目の欠如が顕著であった．このことは，

両国間の指導目標の違いと関係するものといえる．

すなわち，コンピュータ教育の内容が，アメリカの

場合，一つの教科として指導されているが，わが国

の場合，分散型で多くの教科に分散して指導されて

いる．このような分散型指導の場合，関連した各々

の教科の有機的な結合を図り，コンピュータ教育と

しての統一性を図る必要があるといえる．

（２）教育方法について，アメリカの場合，コンピ

ュータ教育の中に「ゲーム」など取り入れることに

よって，児童の興味を喚起する工夫がなされている．

これらの点について，わが国も参考にすべき点があ

るといえる．

（３）わが国の教育では,「コンピュータとプログラ

ミング」に関わる指導項目が多く導入されている．

このことは，わが国のコンピュータ教育，すなわち

｢情報基礎｣領域が，技術科教育に属しており，その

目標が「設計・製作」であるため，その目標を達成

しようとする意向が示されたものといえる．その点

に関しては，わが国の「情報基礎」領域は技術科教

育の一領域であり，今後さらに，その教育目標との

整合性について明確にする必要があるといえる．た

だ，本報で取り上げたアメリカのコンピュータ教育

は小学校４～６年が対象であり，学習者の発達段階

との対応で，小学校のコンピュータ教育はコンピュ

ータに慣れさせるためのもので，プログラム学習に

は深入りしない傾向を示したともいえる．

（４）「コンピュータと社会性｣について，アメリカ

の教育では，将来的見通しについて述べられている

のに対して，わが国では，現状に触れているにすぎ

ない．この点について，将来さらに発達するであろ

う高度情報化社会に十分に対応できる技術科教育と

しての情報活用能力を育成する授業の在り方につい

て検討する必要がみられる．

以上，アメリカとわが国の学校教育へのコンピュ

ータ教育の導入期での教育内容の比較を行ったが，

比較の対象がアメリカでは小学校４～６年，わが国

では中学校であったことや，アメリカの場合，コン

ピュータ教育であるのに対して，わが国では，「情報

基礎」領域の中でのコンピュータ教育であるなど，

両国の教育状況は異なっている．しかしながら，両

国のコンピュータ教育を比較することによって，今

後のわが国の中学校技術・家庭科の「情報基礎」領

域におけるコンピュータ教育の参考となる事項が多

くみられたといえる．

－ ８３－
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